
「アートの街での挑戦」 
平成29年度遊学者　日比野愛 

　アーティストが憧れる街ニューヨークで自身の作品を発表することで、今の自身の実力と最先端
と呼ばれる街のレベルを知り、今後の制作活動へ繋げたいと思いこの遊学への応募を決めまし
た。　 
　 
作品制作 
　主にマンハッタン、ブルックリン、クイーンズの街の音を録音し、それらの音を茶道の所作の音
と融合させるという作品を発表しました。実際にニューヨークの街の音を録音し感じたことは、
日本よりも圧倒的に音の数が多いことです。街中で聞こえる言語の数も多く、アメリカ＝英語で
はないと改めて感じました。 
　また、茶道と街の音の融合と言葉では簡単そうです
が、異文化と異文化を融合させることは難しく、作
品を構成するのに悩むところが多々ありました。例
えば、お湯を茶碗に注ぐ音に地下鉄の音を融合させ
ようとした時、各音の音量バランスやどのタイミング
で地下鉄の音を使用するか、0.001秒単位で調整をし
ます。この調整を20分間分行いました。 
　芸術やアートは鑑賞するには華やかな世界ではあり
ますが、実際に制作をすることは決して華やかではな
く地道な努力の積み重ねで成り立っていると改めて学
びました。 

 
JCAT SHOWCASE (グループ展) 
　7月25日から7月29日までの5日間、SOHOにある
GALLERY MAXで行われるグループ展へ今回制作した
作品を出展しました。 
　現地の方から作品の感想を直に聞き、反省点も多く見
つかりましたが、実際に足を運ばなければ聞けなかった
話を聞け、今後の制作活動においてとても有意義な時間
でした。 
　「日本の茶道は、日本文化として有名だしニューヨー
クでも目にする事ができるが、あくまで文化の一つとし
て見ている。しかし、自分たちが聞き慣れた音と一緒に
茶道の音を聞くことで、茶道の奥深さに否応なしに気づかされる。」と多くの方が評価をして下
さいました。 
この評価を聞いて、私の意図していた事がきちんと伝わっていると分かり、伝え方、構成の仕方
は間違っていなかったと自信につながりました。 



　しかし、私が大学時代から研究を続けている”サウンド
アート”というアートには最先端のニューヨークでさえも
まだ浸透していない分野のアートでした。 
そのため、聴覚のみでの作品を発表するには表現の仕方
をさらに研究しなければならないと感じました。まだ、
聴覚のみでは作品の意図を感じてもらうことは難しく、
今回の作品のように動画等の視覚的要素が必要であると
感じました。 

美術館・ギャラリー鑑賞 
　１ヶ月で様々な美術館・ギャラリーを鑑賞しました。新旧問わず作品を鑑賞し、今も昔も人々
の記憶や想いに残る作品は、緻密に計算され、地道な努力と作品に対する確固たる理論がアーティ
ストの中にある事であると痛感しました。 

　特に、現代アートの世界ではテクノロジーの進化が
めざましく考えなくても、小手先の技術で作品が完
成してしまうのが現状だと思います。例を挙げるなら
ば写真です。今は携帯電話にカメラ機能が付いたおか
げで、ほぼ全ての人がカメラを持ち歩く時代になりま
した。 
言い換えれば誰もが気軽に写真が撮れてしまうのです。
その中でアートと呼ばれる写真を撮影するには技術
も必要ですが、やはり思想が重要です。なぜこの時間
にこの場所で、この写真を作品として撮影したのかが
説明できなければ、アートとしては成り立たないと思
います。 

様々な作品を鑑賞したからこそ、思想の重要性を再
確認できました。 
　また、様々なギャラリーのスタッフと会話をする
機会があり、話をする中で、日本のアーティストは
挑戦することを恐れているというお話を聞きました。
いつかニューヨークで展示をしたいけど…と言うアー
ティストはたくさんいるが、いつか、いつかではそ
のいつかは来ないと言われ、納得しました。アーティ
ストとして無名な私が、失敗してもいいやという気
持ちで今一歩を踏み出してよかったと感じました。 

ミュージカル鑑賞 
　多くの作品を鑑賞しましたが、どの作品も役者から裏方までやはりプロの集団であると実感し
ました。 



　サウンドアートを制作している為、気がつくと音に注目
していましたが、どの作品も役者の声をマイクを通し、会
場に設置してある無数のスピーカーから出力しているはず
なのに、なぜかステージから聞こえてきます。 
２階席でも同様で、音に違和感がない為ストーリーに没頭
できました。 
　鑑賞後、音響技師の方とお話する機会があり聞いてみた
ところ、「調整の仕方はあるけれども、小手先の技術では
調整できない。今までの経験と感覚が一番重要。」と教え

て下さいました。 
　私の経験と感覚ではまだまだこの舞台の音
響オペレーターは務まらないと痛感したのと
同時に、この舞台でオペレートをしたいとい
う新たな目標が一つできました。 

遊学を終えて 
　１ヶ月間、憧れの街ニューヨークで生活をし、アーティストとして自身の未熟さに気づくことが
できました。未熟さに気づくことが一番の収穫であったと思います。これからの作品制作におい
てさらに考えることができるきっかけになったと思います。 
　また、今後の目標も明確になりさらに意欲的な制作活動へ繋がると実感しています。日本では
受ける事の出来ない刺激を多く受けることで、思考の幅が広がっていると思います。この思考の幅
を日本でもさらに広げていきたいと思います。 
　そして、この遊学にご尽力頂きました全ての皆様に感謝いたします。この貴重な経験ができたの
も皆様のおかげであると思っております。ありがとうございます。 


